
アンケート結果集計表

アンケート実施概要
内容

旧橋場小学校区の連携に係る防災アンケート調査

対象

旧橋場小学校区（橋場、安栖、小赤沢、山津田行政区）に住む、中学生以上の住民

配布方法

区長配布と同時に区長から班長、各世帯へ3枚ずつ配布

回収方法

次回区長配布のタイミングに合わせ、各世帯から班長、区長へ送達

期間

配布日 R2.1.23

回答期間 15日間

班長回収日 R2.2.6

区長回収日 R2.2.12

全体回収日 R2.2.13

期間 22日間

回答数

行政区 世帯 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率

橋場 25 75 53 70.7% 48 64.0%

安栖 25 75 40 53.3% 30 40.0%

小赤沢 15 45 24 53.3% 24 53.3%

山津田 30 90 71 78.9% 62 68.9%

全体 95 285 188 66.0% 164 57.5%

※各世帯３枚配布



回答者属性
（１） 性別 （４）

男 75 農業 10

女 85 自営業 13

不明 4 会社員 45

合計 164 公務員・団体職員 4

パート・アルバイト 26

（２） 年齢 専業主婦(夫) 16

12～19歳 5 中学生 3

20～29歳 11 高校生・高専生 1

30～39歳 11 大学生・短大生・専門学校生 3

40～49歳 23 地域の仕事 2

50～59歳 32 無職 32

60～69歳 43 その他 5

70～79歳 26 不明 4

80歳以上 12 合計 164

不明 1

合計 164

（５）

（３） 行政区 自動車 140

橋場 48 バイク（原付含む） 1

安栖 30 あねっこバス（デマンドタクシー） 8

小赤沢 24 タクシー 2

山津田 62 自転車 0

合計 164 徒歩 3

その他 8

未回答 2

合計 164

日常の主な交通手段

主な仕事



Ⅰ災害に対する認識
（１） 危険を感じる災害 （２） 住んでいる地域が安全かどうか

地震 75 安全 5

台風（暴風雨） 58 ある程度安全 60

 豪雨 112 ある程度危険 44

 落雷 12 危険 30

火災 16 わからない 21

 河川の氾濫 72 不明 4

豪雪 31 合計 164

土砂崩れ・がけ崩れ 25

 火山噴火 6 （３） 災害時自身を守ることが出来るか

雪崩 3 はい 39

竜巻 3 いいえ 10

その他 1 わからない 114

被害や危険を感じたことはない 15 未回答 1

合計 429 合計 164

Ⅱ災害への備えの状況
（１） 隣近所の方についてどの程度知っているか

普段から近所付き合いをしている 75

顔を見ればわかる 63

名前だけは知っている 11

まったく知らない 6

未回答 9

合計 164

（２） 要避難支援者の認識 （３） 自主防災訓練へ参加しているか

高齢者 121 （橋場・小赤沢・山津田のみ）

障害者 24 参加 45

病人・けが人 14 不参加 81

乳幼児 3 未回答 8

妊産婦 1 合計 134

外国人 1

いない 23

知らない 11

その他 1

合計 199



（４） 防災訓練に参加しやすくするには

時間的負担が少ないこと 53

誰もが参加しやすい内容 70

誰もが参加しやすい日時 58

開催の周知が早いこと 28

その他 6

合計 215

（５） 自主防災組織に必要な活動

情報収集・伝達・共有 104

初期消火活動 33

地域住民の安否確認 61

避難所の確保、運営 61

避難誘導 44

応急手当 18

給食・給水（炊き出し） 36

地域内での災害ボランティア(泥掃き出し) 24

人材の確保、育成 25

広域災害への対応 5

特にない 8

その他 0

合計 419

（６） 指定避難所・避難場所について

把握している 72

なんとなく把握している 67

把握していない 18

未回答 7

合計 164

（７） 家族との安否確認方法

集合場所を決めている 8

災害時の連絡先を決めている 25

災害用伝言ダイヤルを利用する 7

決めていない 110

その他 2

未回答 12

合計 164



Ⅲ災害時にとれる行動について
（１） 災害時、自分ができること

救助活動 57

安否確認作業 73

消火活動 25

身体の不自由な方や高齢者のケア 36

負傷者のケア 13

自宅スペースの提供 26

食料・備蓄の提供 21

何もできないと思う 41

その他 4

合計 296

（１） 地域から不在となる時間

平日早朝(5時～9時) 46

平日日中(9時～17時) 88

平日夕方(17時～21時) 45

平日夜間(21時～翌朝5時) 17

土日早朝(5時～9時) 28

土日日中(9時～17時) 52

土日夕方(17時～21時) 26

土日夜間(21時～翌朝5時) 16

合計 318

Ⅳ地域活動について
（１） あなたは地域活動に参加していますか

積極的に参加している 48

積極的に参加していない 52

付き合いで参加している 43

関わりたいとも思わない 7

その他 1

未回答 13

合計 164



（２） 積極的に参加していない理由は

仕事・学業などで時間的に余裕がない 17

お金がかかりそう 0

人間関係が面倒そうである 4

知り合いがいない 3

体力がない 11

自分が役に立つか不安 11

その他 0

合計 46

（３） 付き合いで参加している理由は

時間があるからなんとなく 1

 周りの目が気になる 4

活動には関心はないが、地域の人との付き合いは大事にしたい 21

人に頼まれた、すすめられた 9

その他 7

合計 42

（４） 関わりたいと思わない理由は

興味がない 2

時間的に余裕がない 10

人間関係が不安 7

自由な意見が言えなそう 4

体力がない2 9

地域活動に意義を感じない 2

その他 0

合計 34

（５） 連携・交流できそうなこと

区長配布 21

体育行事 30

高齢者の見守り 33

地域の交通手段 19

除草・除雪 37

まつり、年中行事 41

鳥獣害対策 8

その他 8

合計 197



（６）

・ 橋場小学校を壊すのはやめてほしい

・

・

・

・

・

・ 橋小を農産物の加工場として利用できないか？

・

・

・

・ 高齢化、人口不足

・

・

地域での暮らしや、地域の活動・事業等について、感じていることやご意見、

ご提案を、ご自由にお書きください。【自由記述式】

普段、家にいないことが多いので祖母が生存していた時は近所の人たちの見守

りがあって本当に助かりました。

若い人がいないので土日も子供の大会がありできる限り地域の活動には参加し

ていますが、ちょっと時間的に体力的に厳しいなという時もあります。今、住

んでいる人で既存のままの状態で役などやっていくのは正直難しいです。

自分の住んでいる地域の避難場所が家から近いため災害時にその場所へ避難す

る必要があるのか疑問に思う

高齢化が進み年配の方々の連携は強く感じるが、行事、イベント小学校等が無

くなり若い世代の連携が今後無くなる事は無いと思うが薄れていくと思う

自分が年老いたらここに住む（運転の不安等）ことができるのかなぁと考えて

しまいます。

冬の道路の除雪をきちんとしていただきたい。災害時道路状況が悪いと二次災

害につながる可能性が大となりうると思います。普段から排水・用水などきち

んと流していただきたい（人によって、勝手に止めたりする人がいますので

…。）

４行政区の特色が各行政区ごとに有ると思います。それも残しながらも４行政

区らしい地域活動が出来たらと思います。

皆で協力していきましょう！と言う様な雰囲気ではなくもうすでにトップダウ

ンの様な形になっているので参加したくない。

小学校が無くなり地域の人達と集まる機会、交流が無くなってしまったので昔

みたいに集まれる様な機会を増やしてほしい。

ゴミの出し方について

普通ゴミに関してはカラスが来て荒らすとかあると思うがビン等の不燃ごみに

関しては前日の午後には出しても良い様な臨機応変にしてほしいと思う。（当

日の朝８時までに出す）朝に忙しい方など色々有ると思うので。

地区会費を払っているのに街灯の電球が切れている処がある。

毎月千円払っていて繰越金もあるのだから街灯の電球を代えてほしい

上から目線で物を言う人がいると、参加する気が無くなる。

地域の活動に参加したくない人の意見も尊重して強制参加とかは辞めていただ

きたい。



・

・ 特に病弱のため役立つ事がなく心苦しく思っております。

災害については、市長・町長など役職者達は見える場所しか見ないし対応しな

い。山の近くの住人や災害後の見回り対応してほしい！色々意見を言っても対

応してくれないので、もっとオープンにし対応してください。

一番に町と住人の事を考えてください！！


